
兵庫県立龍野高等学校
自然科学部

微酸性電解水を活用した人工種子の開発
～絶滅危惧種サギソウの保全をめざして～

ｱｷｱｶﾈの産卵

人工産卵

光石統哉 堂野遥希 古川翔大 瀧谷咲月

龍野高校自然科学部では，サギソウ自生地の保全活動を行っている。その方法は，サギソウの生育を妨げているカモノハシな
どの大型草本を駆除し，人工交配により結実率を上げたりしている。しかし，種子を散布しても胚乳を持たないサギソウの種子
は発芽時にラン菌と共生できないと発芽しない。そこで，ラン菌と共生しなくても発芽するサギソウの人工種子の開発に取り組
んだ。また，普及を目指すためにクリーンベンチなど高価な設備を使用しない技術開発も目標とした。菌が常在する生物実験室
で人工胚乳を作成したり，無菌操作を行ったりするために，殺菌水である微酸性電解水を活用した。

結果と考察 微酸性電解水を活用すれば、オートクレーブを使わず短時間で人工胚乳(液体培地)と種

子を同時に滅菌できた。培地濃度は、やや濃いめの方が成長速度は速いが、プロトコームの劣化も早
かった。肥料微粉ハイポネックス1ｇ/L・ショ糖10ｇ/Lで培養するのがよいと考えた。播種後生育初期は栄
養濃度を濃いめで育て、プロトコームに成長したら低濃度の培地に移植する方法も考えられる。

引用 微酸性電解水協議会HP
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結果と考察 ゲル化剤の濃度について、アルギン酸ナトリウム水溶液4％では粘性が高く，形状が涙型になること
が多かった。また塩化カルシウム水溶液0.5％では，膜の厚さが薄く潰れやすいものが多くなった。人工種子には
アルギン酸ナトリウム水溶液1～2％と塩化カルシウム水溶液1～2％が適切と判断した。
使い捨てピペットの口径について，口径1～6mmのとき，すべてのピペットで水１滴あたりの直径が4～6mm程度となった。た
だし，プロトコームの大きさを考えると，口径1～2mmでは，プロトコームの吸引・排出時につまる可能性があることから，3～
6mmの口径のピペットをプロトコームの成長サイズに合わせ使用することにした。

結果と考察 インターネットなどで紹介されている２重ノズル式製造機は精密な加工が必要で，また使用後の洗浄
も構造上難しい。作ったゲル玉の中心に色水が入りにくかった。製作容易な滴下型は、アルギン酸ナトリウムの滴
下量の調節が困難で連続滴下もできない。タンク貫通式は連続的にアルギン酸ナトリウムを滴下できるので便利で
ある。また、構造が簡単でタンクとピペットを分離できるので洗浄も容易である。

作成した中心の赤いゲル玉は乾燥防止のた

め水中で保管したところ、時間とともに色が
拡散した。このことから，人工種子の養分も
また拡散により失われることが予想された。

人工種子の保存技術の開発の前に

45分０分 90分 135分

タンク貫通型
膜滴下型 膜滴下型
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サギソウの人工種子

今後の課題
有菌の野外で人工種子を播種

する場合は、事前に人工胚乳の
養分を水で拡散し除去するとよ
いと考える。実験で確認したい。

ゲル化剤の塩化カルシウムの
かわりに植物活性剤リキダスの
活用を考えたい。

結果と考察 微酸性電解水をもちいて、人工種子の滅菌が可能であることがわかった。9月25日
に播種し10月4日に撮影した。短期間であったが養分がなければプロトコームは白化することが
わかった。キッチンペーパーを微酸性電解水で、滅菌するのは難しいかもしれない。

まとめ
微酸性電解水を活用することで、オートクレーブやクリーンベンチを使用しなくてもサギソウ
の人工種子の製造は可能である。

種子の保管方法については、実験してからまだ期間や回数が不十分であるが、滅菌した
容器内で、人工胚乳を入れての培養は可能だと思われる。

有菌下の播種については、人工胚乳があると、カビが生えてしまう。野外で播種する場合、
播種前日から、人工種子を水に浸して、養分を抜く必要があると考えた。

サギソウ人工種子の発芽

環境条件 無菌 25℃ 12照明

サギソウ人工種子の製造過程

サギソウの種子の準備
8月 開花・交配

11月 完熟種子の採種
冷蔵庫で保管

人工胚乳の調整（播種前）
ショ糖 10ｇ/L
微粉ハイポネックス1ｇ/L
微酸性電解水で溶かす

サギソウの種子

人工胚乳にプ
ロトコームを入
れる

プロトコームの培養

直射日光の当たらない、
明るい場所で管理

（日光は容器内の温度
を上げるため）

サギソウの播種
透明な密封できる容器

に人工胚乳とサギソウ
の種子を入れ30秒振る
微酸性電解水で滅菌

アルギン酸ナト
リウム1～2％
水溶液

製造機に入れる

塩化カルシウム
1～2％水溶液

保存方法については、微酸
性電解水で滅菌した容器内に、
人工胚乳を入れてしばらくは
保管できる。

播種時には養分を抜く必要
がありそうだ。

吸上げ

滴下

注入


